



中 村 み ど り
はじめに
　創造社初期からのメンバーであった陶晶孫 （1897-1952） の最初の創作集 『音









（1900-1982） の反戦人形劇 「やっぱり奴隷だ」 の翻訳 （『文芸戦線』 1927年 7月
号） であり、同翻訳 「畢竟是奴隷罷了」 は 1927年 9、11月に創造社機関誌
『洪水』 （第 3巻第 34期、第 35期） に発表された。その翌年に陶は自ら反戦人形




























（1929年 6-7月、上演時に 「全線」 と改題） や劇団築地小劇場のソビエトのトレ











されるまで、第一回公演 （1930年 1月） でロマン・ロラン作 「愛與死的角逐」
（邦題 「愛と死との戯れ」）、シンクレア作 「梁上君子」 （邦題 「二階の男」）、ミルト
ン作 「炭鉱夫」 （邦題同様） を上演し、また第二回公演 （同年 3月） でレマルク
作・村山知義脚色 「西線無戦事」 （邦題 「西部戦線異状なし」）、馮乃超・龔冰廬
作 「阿珍」 4） を上演した。これらの演目は全てそれ以前に日本の劇団で上演さ
れたものであった5）。


































　村山の最初の戯曲集 『最初のヨーロッパの旗』 は 1930年に出版されたが、
その序 （1929年 12月 13日付） の中で、「中国の同志陶晶孫君の手に依って、『や







証係も務めていた。陶の中篇小説 「畢竟是 Petit Bourgeois 罷了 !」 （『楽群』 第 1


























年 10月に半月刊文芸誌 『楽群』 を刊行した。同誌は四期刊行した後 1929年 1














編集後記 （第 1巻第 2期） の中で、従来の通俗的な小説の執筆を止め、以後革命
理論とプロレタリア文芸理論を勉強するという決意を記している21）。また、別








の戯曲 「Рыуи Китай」 （邦題 「吼えろ支那」） の概要紹介、別の訳者による中国
で最初の同戯曲の全訳が掲載された24）。また同誌に掲載された楽群書店の広告
には、芸術劇社のメンバー許幸之の日本留学記 『海涯』 や陶のシンクレアの翻











 ①第 1巻第 2期 （1929年 2月） 「林中獅子的故事」 （童話）
 ②第 1巻第 3期 （1929年 3月） 藤枝丈夫 「黄塵」 （小説）
 ③第 1巻第 4期 （1929年 4月） Tretshakof 「Roar Chinese」 （戯曲梗概）
陶晶孫のプロレタリア文学作品の翻訳 （中村）　〔7〕
 ④ 同　上 松本淳三 「慈善」 （戯曲）
 ⑤第 1巻第 5期 （1929年 5月） 鈴木彦次郎 「狗狐之争」 （戯曲）
 ⑥ 同　上 「演劇雑記」 （紹介文） 27）
 ⑦第 1巻第 6期 （1929年 6月） 易王哥爾 「動物革命」 （戯曲）








原作は、『前衛』 第 1年第 2冊 （1928年 2月） の 「コドモノペーヂ」 に掲載さ







イズム派は 1927年 6月に労農芸術家同盟 （労藝） を結成する。村山知義は同
同盟のメンバーであり、陶が訳した彼の反戦劇 「やっぱり奴隷だ」 は、労芸の






















　「黄塵」 の訳文の最後には、「3/ III 1927年の旧訳」 と付記が付され、1927年


















が、左翼劇場の公演 「暴力団記」 や劇団築地小劇場の公演 「吼えろ支那」 の考
証係を務めていたことにはすでに触れた。村山が 「暴力団記」 を執筆する際、
中国語の資料を翻訳して提供したのは藤枝であり、彼も新築地劇団の公演 「吼







































知った経緯は明らかではないとし、陶の 「Roar Chinese」 の題名が英語である
ことに調査の手がかりがあるのでは、と付け加えている36）。
　なお、『創造月刊』 第 1巻第 12期 （1928年 7月） に掲載された 「世紀書局広
告」 では、未刊に終わった文芸誌 『世紀半月刊』 の創刊号が宣伝されていた。
その掲載予定作品の中には、「陶晶孫的 Roar, Chinese」 と記されている37）。つ
まり、陶は 「1927年頃」 から 1928年 7月以前に 「Рыуи Китай」 の概要を聞
いたことが明らかになる。題名が英語であることに加え、陶が梗概を 「聞い
た」 と記していること、そしてさらに後述する陶の 「演劇雑記」 の内容を手が
かりとすると、陶が東京で開講された以下の講義、或いは講座を通して 「Roar 
Chinese」 を記した可能性がある。
　労農芸術家連盟 （労芸） の連盟部研究所では、1927年 9月 1日にメイエル
ホリド劇場の演出家ガウズネルによる講義が行われた38）。蔵原惟人がロシア語
の通訳を務め、佐々木孝丸がまとめた講義概要は 「メイエルホリドの発展過
程」 と題され、『文芸戦線』 1927年 10月号に掲載された39）。同概要によれば、
講義の第一講は 「1. ロシヤ及びヨーロッパ劇界の一般的情勢」、「2. メイエルホ
陶晶孫のプロレタリア文学作品の翻訳 （中村）　〔11〕
リドの第一期―假想的演劇時代」 等六章からなり、また第二講では各戯曲を通
してメイエルホリドの演出法が論じられ、その中では 「Рыуи Китай」 も 「吼
える支那」 と訳され紹介されていた。
　同講義概要の第一講を読んでみると、陶が 『楽群』 第 1巻第 5期 （1929年 5
月） に発表したプロレタリア演劇の紹介文 ｢演劇雑記」 の内容と重なっている
ことに気づく。｢ 演劇雑記」 の第一章 「由十九世紀到二十世紀初」 （「十九世紀
から二十世紀初頭まで」） と第二章 「梅意爾赫利特」 （「メイエルホリド」） の文章は、
多少の表現の差異はあるものの、講義概要の第一講の文章とほぼ一致する40）。
また 「演劇雑記」 第二章でも 「Рыуи Китай」 は 「Roar Chinese」 と訳され紹
介されていることから、陶が労芸の講義内容を踏まえて同雑記を書いたことは
ほぼ間違いない。
　さらに推測を重ねると、講義概要には 「Рыуи Китай」 の梗概は記されてい
ないが、実際の講義では戯曲の内容にも言及されたはずである。また、講義概
要では 「吠える支那」 と訳された戯曲の題名が、講義の場では 「Roar 
Chinese」 と英訳されて紹介されたことも十分に想定できる。これらのことか





した 「プロレタリア演劇研究所」 の講座でも 「Рыуи Китай」 の内容が紹介さ
れた可能性がある。前述の通り、陶が訳した 「林中獅子的故事」 の原作は 『前










　上記の A・P・ジユーコフを講師とした講座でも 「Рыуи Китай」 の内容が
紹介されたとしてもおかしくはない。また、その名からして西欧人である A・
P・ジユーコフの講座では、やはり戯曲の題名が 「Roar Chinese」 と英訳して
紹介されていたかもしれない。当時陶が 『前衛』 を手にしていたことを踏まえ
れば、彼が 「プロレタリア演劇研究所」 の講座を聴講して、或いは聴講者から












「木人劇」 の冒頭で、陶は 「私が日本で見た人形劇は多種にわたる」 と記して
いる44）。また、「勘太和熊治」 と 「やっぱり奴隷だ」 の翻訳も収め、後日出版















1） 中西康代 「陶晶孫初期作品集 『音楽会小曲』 と新感覚派に関する一考察」 （『東
京女子大学 日本文学』 第 82号、1995年）、小崎太一 「陶晶孫による日本モダニ
ズムの持込み」 （『現代中国』 第 79号、2005年）。
2） 小谷一郎 「一枚の写真から―帰国前の陶晶孫、陶晶孫と人形劇のことなど」
（『中国文化』 第 59号、2001年 6月）。
3） 芸術劇社と創造社の関わりについては、佐治俊彦 「中国話劇運動史点描―話
劇草創期の展開と悪戦苦闘――」、小谷一郎 「「上海芸大」 のことども―― 「1930
年代文芸」 の一側面――」 （『東洋文化』 第 65号　特集“1930年代中国文学研究” 
III、1985年）、小谷一郎 「東京左連結成前史・（その一）」 （『左連研究』 第一輯、
1989年） 等を参照とした。帰国後の陶晶孫の左翼演劇活動については、太田進
「帰国後の陶晶孫」 （『野草』 第 28号、1981年）、前掲、小谷一郎 「一枚の写真か
ら――帰国前の陶晶孫、陶晶孫と人形劇のことなど」、丸山昇 『ある中国特派員』
（田畑書店、1997年）、尾崎秀樹 『上海 1930年』 （岩波新書、1989年） 等を参照
とした。
4） 初出誌 『大衆文芸』 第 2巻第 4期 （1930年 5月） では、馮乃超・龔冰廬作となっ
ているが、陶晶孫と尾崎秀実が共同編集した叶沉著・歐佐起訳 『蜂起』 （東京 
四六書院、1931年） では 「馮乃超作」 と記されている。なお、叶沉は沈西苓の
筆名葉沈であり、歐佐起は尾崎秀実の筆名である。
5） 各演目の日本での公演については、芦田肇 「『怒吼罷、中國！』 覚書き―
『Рыуи Китай』 から 『吼えろ支那』、そして 『怒吼罷、中國！』 へ――」 （『東洋
文化』 第 77号、1996年） の注 75、76でも紹介されている。
6） 村山知義 『演劇的自叙伝 3==1926 ～ 30』 （東邦出版社、1974 年） 375-376 頁。
自叙伝では、村山のスクラップブックに貼られた雑誌記事、田中幸利 「上海の
左翼劇」 （『サンデー毎日』 1929年 4月 20日号所掲） を引用しながら、村山の回
想が記されている。また、同スクラップブックには、木人劇社第一回公演予告、
青服 「最近東京新興演劇評」 （『大衆文芸』 第 2巻第 2期、1929年 12月所掲） の
切抜きも併せて貼られていたことが記されている。芸術劇社との交流について
は、村山知義 「解説 （上巻）」 『村山知義戯曲集 上巻』 （新日本出版社、1971年）
501頁にも記されている。
7） ZEN 「芸術劇社第二次公演“西線無戦事”」 （『大衆文芸』 第 2巻第 3期、1930年
〔14〕　中国文学研究　第三十三期
3月）。
8） 楊繊如 「左翼作家在上海芸大」 『左聯回憶録 上』 （中国社会科学出版社、1982年）、
前掲、小谷一郎 「「上海芸大」 のことども―― 「1930年代文芸」 の一側面――」。




11） 前掲、村山知義 「解説 （上巻）」 497頁。陶の翻訳の位置づけは、前掲、小谷一
郎 「一枚の写真から――帰国前の陶晶孫、陶晶孫と人形劇のことなど」 による。
12） 同上。
13） 『戯曲集　最初のヨーロッパの旗』 （世界の動き社、1930年） 3頁。序について
は、前掲、中西康代 「陶晶孫初期作品集 『音楽会小曲』 と新感覚派に関する一
考察」 の注 15でも紹介されている。
14） 注 6を参照。
15） 『楽群』 （第 1巻第 7期、1929年 7月）、59頁。本論では上海図書館所蔵の同誌
を参照した。
16） 同上、62頁。
17） 陶晶孫 「村山知義」 （『大衆文芸』 第 2巻第 4期、1930年 5月）。以下、同文に挙
げられた陶が訳したという村山の五篇の作品を翻訳、原作と共にその初出を記
す。【翻訳】 ① 「関於兵士」 （掲載先不明）、② 「公共長櫈」 （『大衆文芸』 第 2巻
第 1期、1929年 11月）、③ 「畢竟是奴隷罷了」 （『洪水』 第 3巻第 34期、第 35
期、1927年 9、11月）、④ 「鴉片戦争」 （『大衆文芸』 第 2巻第 2期、1929年 12
月） ⑤ 「西線無戦争」 （芸術劇社公演 （1930年 3月） 台本、なお芸術劇社の公演
等では 「西線無戦事」 と訳されている）。【原作】 ① 「兵士について――一名、如
何にしてキエフの女学生は処女にして金をもうけるか？――」 （『文芸時代』 1925
年 6月号）、② 「共同ベンチ」 （『人間機械』 春陽堂、1926年所収）、③ 「やっぱ
り奴隷だ」 （『文芸戦線』 第 4巻第 7期、1927年 7月）、④江馬修作・村山改補
「阿片戦争」 （『劇場街』 1929年 9月号）、⑤レマルク作・村山脚色 「西部戦線異
状なし」 （劇団築地小劇場公演 （1929年 11-12月） 台本、『最初のヨーロッパの
旗』 世界の動き社、1930年所収）。この他に、ハンス・サックス原作・久保栄
訳・村山翻案 「莫迦の治療」 （『劇場街』 1929年 11月号） の陶による翻訳 「儍子
的治療」 （『大衆文芸』 第 2巻第 3期、1930年 3月） がある。
18） 前掲、芦田肇 「『怒吼罷、中國！』 覚書き― 『Рыуи Китай』 から 『吼えろ支
那』、そして 『怒吼罷、中國！』 へ――」 による。
19） 咸立強 『尋找帰宿的流浪者　創造社研究』 （東方出版中心、2006年）、陳玉堂編
著 『中国近現代人物名号大辞典』 （浙江古籍出版社、2005年） を参照した。
20） 同上、陳玉堂編著 『中国近現代人物名号大辞典』 を参照した。
21） 張資平 「編後並答辯」 （『楽群』 第 1巻第 2号、1929年 2月） 206-207頁。





23） 松岡純子 「張資平 『資平譯訳品集』 について」 （『東京女子大学 日本文学』 第 83
号、1995年） によれば、張は 「種蒔く人」 や 「文芸戦線」、「戦旗」 派の作家の
作品を翻訳し、特に社会的不公正や貧窮を感性や心情に訴える作品、小川未明
の作品を好んだという。
24） 前掲、芦田肇 「『怒吼罷、中國！』 覚書き― 『Рыуи Китай』 から 『吼えろ支
那』、そして 『怒吼罷、中國！』 へ―」 では、勺水訳 「發吼罷、中國！」 （『楽
群』 第 2巻第 10号、1929年 10月） を中国で最も早い 「Рыуи Китай」 の翻訳
として指摘している。
25） 『楽群』 第 1巻第 4期 （1929年 4月） 裏表紙、第 2巻第 8期 （1929年 8月） 最












31） 槇本楠郎 『プロレタリア児童文学の諸問題』 （世界社、1930年）、復刻版 （久山
社、1987年） 74-86頁。
32） 前掲、小谷一郎 「東京左連結成前史・（その一）」、釜屋修整理･解説 「日中文学




34） 『前衛』 第 1年第 3冊 （1928年 3月号） には、藤枝による前衛劇場第二回公演後
記 「第二回公演楽屋話　聊かセンチメンタルな」 が掲載されている。








37） 『世紀半月刊』 第一期掲載作品予告として、「（1） 傅克興的蕭伯訥論 （2） 鄭伯奇
的女少的夢 （女少は少女の間違えと思われる：引用者） （3） 彭學仁的小偸 （4）
〔16〕　中国文学研究　第三十三期
邱韻鐸的工人問答及其他 （5） 龔冰廬的楊柳院 （6） 陶晶孫的 Roar,Chinese 等」
が記されている。
38） 講義概要 「メイエルホリドの発展過程」 の最後に 「講義通訳蔵原、文責佐々木」
と記されている。労農芸術家聯盟メンバーの蔵原惟人、佐々木孝丸を指すと思
われる。
39） 講義の日程は 「労農芸術家聯盟情報」 （『戦旗』 1927年 10月号） に記されている。





貫かれ、これを中心としての所謂 『問題劇』 が勢力を占めるに至った」 と記さ
れている。
41） 「『プロレタリア演劇研究所』 に集れ！」 『前衛』 第 1年第 3冊 （1928年 3月）。
所長は佐々木孝丸であった。なお、大笹吉雄 『日本現代演劇史 昭和戦前篇』 （白
水社、1990年） 480頁によれば、同演劇研究所の卒業生として後に中野重治夫
人となる女優原泉がいた。
42） 晶孫 「序文」 （前掲、叶沉著・歐佐起訳 『蜂起』） 2頁。鄭伯奇作 「軌道」 と共に
「勘太和熊治」 を 「多分最初のプロ戯曲だろう」 と紹介している。
43） 前掲、小谷一郎 「一枚の写真から―帰国前の陶晶孫、陶晶孫と人形劇のこと
など」。




45） 六枚の写真が掲載されている。そのうち四枚は、陶が 『大衆文芸』 第 2巻第 4
期 （1930年 5月） に翻訳を発表したウィットフォーゲル原作・辻恒彦翻訳脚色
の人形劇 「誰が一番馬鹿だ」 であることが確認できる。同劇は人形座第一回公
演として 1926年 9月に築地小劇場で上演された。
46） 『創造月刊』 第 2巻第 1期、55頁。「説明三：本作品はもともと日本語で書くつ
もりであったが、現在ひとまず先に 『創造月刊』 に寄稿しようと思い、まずは
中国語で書くことにした。日本にいる中国人が、“支那”の二文字を聞いて感じ
る不快さについては、言うまでもない。それにもかかわらず、本作品の中で作
者は中国の二文字に代わり、支那という二文字を使っている、大方の理由は上
記にもとづいている」 （引用者訳） と記されている。
